
R６ 放課後等補充学習の取組 有田町立有田中学校
取組の実際
保護者や生徒への補充学習の周知と参加者の募集

指導員について

成果について

8月下旬に、３年生の保護者宛てに、「放課後学習会（外部講師の先生による学習会）のお知らせ」のプリントを
配布し、参加者を募りました。

地元の塾経営の方に指導員をお願いしています。
子どもの学習への意欲をどう引き出し、その意欲をどう継続
させるか、子どもの頑張りたい気持ちにどうこたえるか、指導
員の先生からも意見をもらいながら方法を工夫しています。

指導員の先生は「短時間基礎コース」で１０分指導をした後、隣の教室へ移動し、
「発展コース」の指導をされています。
「発展コース」の生徒たちは、初めの１０分間は、先生から学習用プリントをもらい、
個人で解き、残りの４０分間、指導員の先生と答えの確認をしていきます。
短時間（１０分間）のコースが設定されていることで、継続して参加できている生
徒もいます。
「短時間基礎コース（１０分間）」は各教科週２回ずつ、「チャレンジコース（５０分
間）」「発展コース（５０分間）」は各教科週１回ずつです。

短時間基礎コースの生徒が、１０分間の学習時間が終わった後も教室に残り、指導員の先生へ質問をするような自主的に学びに向かう姿
がみられるようになってきました。
また、「はじめは、学習会への参加を希望していなかったが、今からでも参加したい」と言う生徒も出てきています。
学年全体の学習に対する意欲の向上にもつながっています。

活用のポイント☆彡

生徒が自分にあったコースを選択できる！

短時間だから、集中
して取り組める！

少人数で
気軽に質問できる！

短時間基礎コース（１０分間） 発展コース（５０分間）


